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第１６回下関市都市計画審議会議事概要

日 時 平成２５年６月２８日（金）１４時００分～

場 所 下関市役所 議会棟 第１委員会室

会議次第 １．開会の言葉

２．辞令交付

３．市長挨拶

４．会議成立報告

５．会長選出

６．会長職務代理者指名

７．議案審議

○ 議案第１号

下関都市計画下水道の変更について

（吉見中継ポンプ場の位置及び区域の変更）

８．議事録公開について

９．閉会の言葉

出 席 者（委員）

○ 委員２１名中出席１７名【別添委員名簿参照】

○ 傍聴者 なし

【議事概要】

■ 議案第１号下関都市計画下水道の変更について、事務局から説明。

質疑応答（要旨）

○ 会長 議案の質疑に入る。意見のある方、どうぞ。

○ 委員 今回の変更はポンプ場の位置と区域の変更でよいか？

→事務局

そうである。

位置は、約100ｍ海側へ変更する。住居表示上は吉見本町一丁目で

変わりない。

区域は、ポンプ場の敷地面積を約430㎡から約1.050㎡へ拡大するも

のである。
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○ 委員 敷地面積が倍以上になっている理由は何か。

→事務局

沈砂池を１池から２池に増加した。また、ポンプ場周辺への影響に

配慮し、敷地の周囲に緩衝緑地帯を配置した。さらに、駐車スペース

を拡大した。以上が大きな理由である。

今回の都市計画変更は、当初計画における機能不足を改善するもの

ではなく、周辺環境に配慮するなど、より一層施設機能を充実させる

ものである。

○ 委員 今回の変更で、沈砂池の数が増えるのは、敷地スペースが当初計画

時より広く確保できるからか。また、沈砂池が増えるのは機能拡充

にあたるのか。

→事務局

そのとおりである。

沈砂池が多いほうが汚水処理の機能向上に寄与する。

○ 委員 ポンプの処理能力に変化はないのか。

→事務局

汚水処理量を左右する排水区域は変わらないため、今回の変更は処

理能力を大きく変えるものではない。当初計画より余裕をもたせるよ

うな変更としている。

○ 委員 当初計画の位置から変更した理由は何か？

→事務局

従前計画ではポンプ場周辺に住宅や福祉施設が近接しており、周辺

環境への影響が懸念されていた。従って、位置について当初計画よ

りも影響の少ない海岸の方へ変更するものである。

○ 委員 沈砂池とはどのようなものか。

→事務局

沈砂池は、汚水から不純物を取り除く施設であり、不純物を施設底

に沈める。

○ 委員 終末処理場だけでなく、今回の吉見中継ポンプ場にも沈砂池が必要

なのか？

→事務局

そのとおりである。
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○ 委員 今回の変更に関して、漁業関係の方のご意見はどのようなものだっ

たか。

→事務局

反対意見をいただいていることはない。

○ 会長 議論も出尽くしたようだが、本議案について異議あるか？

○ 委員会 異議なし。

※ 議案第１号について適当であると答申された。

以 上


